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14 juillet 2009 
À 220ème anniversaire

de la révolution
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Kantara Initiative 発足

および

カンターラ・イニシアティブ ジャパン・ワークグループ 活動開始

おめでとうございます
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ここで、簡単に自己紹介を・・・

Kantara Initiative 理事 （理事企業の野村総合研
究所（NRI）からのKIに対する代表者。）

カンターラ・イニシアティブ ジャパン・ワークグループ
及びディスカッショングループ発起人のひとり。

OpenID Foundation コミュニティ理事

OpenIDファウンデーション・ジャパン 発起人代表

XDI.ORG※ 副理事長
※XML関連の標準化団体Organization for the Advancement of Structured Information 
Standards（OASIS）の開発するDigital Identity規格XRI/XDI推進団体。OpenID 2.0 は、XRI
規格の中のXRDSおよびXRIを利用している。

OASIS Open  Open Reputation Management 
System技術委員会 共同議長

OASIS Open XRI技術委員会 XRD 1.0 Editor
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これまでのID管理技術関係団体

ID管理に特化した標準化団体、普及団体

他団体での参照

Web2.0系仕様

オープンコミュニティ
での実装
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日本におけるID管理技術関係団体の活動

ＯｐｅｎＩＤファウンデーション・ジャパンは、

リバティ・アライアンス日本ＳＩＧ同様

カンターラ・イニシアティブ ジャパン・ワークグループとも

パートナーシップを継続していきます



6Copyrightⓒ 2009 OpenID Foundation Japan All Rights Reserved.

認証連携に向けた取り組み

ＯｐｅｎＩＤ－ＳＡＭＬ相互運用
Concordia Discussion Group にて実施

SAML、Liberty Alliance、OpenID、Information Card 等、異なるID管理方式で構築された
システムに跨がるサービスを提供する際に必要な技術要件／仕様間のコンテキスト変換
方式等について議論を行う。

例：多要素認証を必要とする OpenID RP（被認証サーバ）へのログインの際に、一部の認証
をSAML IdP で実施する

Ｉｄｅｎｔｉｔｙ Ａｓｓｕｒａｎｃｅ Ｆｒａｍｅｗｏｒｋ (ＩＡＦ)
Identity Assurance and Accreditation Work Group にて実施

ウェブサービス間の認証、アクセス制御の相互運用を実現する

• 「認証（という行為）の保障レベル」 の記述方式の規定

• 各保障レベルに応じて必要となる実装／管理運用体制に関する規定

• 各々のウェブサービスが保障レベルを満たしていることを認定する検証プログラム
の実施 （予定）
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ご存知の方も多いかもしれませんが

改めて・・・・
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ＯｐｅｎＩＤとは

共通のユーザプロフィール（ＩＤ、属性）を複数のネットサービスで使用可能とする規格。

ＯｐｅｎＩＤ対応サイトで一度ＩＤ登録をすれば、
他の対応サイトで新規登録することなく、同じＩＤでログインできるとともに、
登録情報（属性情報：[例]氏名、住所、・・・カード番号）をユーザ指定で連携。

認証依存サイトＣ

ＯｐｅｎＩＤの活用イメージ

ＯｐｅｎＩＤ認証提供サイト

共通
ＩＤ

認証依存サイトＡ 認証依存サイトＢ

認証依存サイトＤ共通
ID属性情報

共通
ID属性情報A属性情報A

共通
ID属性情報C属性情報C

共通
ID属性情報A+B属性情報A+B

連携ＯＫ連携ＯＫ

認証提供（OpenID Identity Provider ＯＰ）：ＩＤ発行側
認証依存（Relying Party ＲＰ）：ＩＤ利用側
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必要な時に、必要なだけ、自身の承諾をもとに、
ＯＰ（認証提供）に蓄えた個人情報を、ＲＰ（認証依存）へ提供することができる。

～ユーザの同意に基づかない属性情報（性別、TELなど）提供はされない。

認証提供（OpenID Identity Provider ＯＰ）：ＩＤ発行側
認証依存（Relying Party ＲＰ）：ＩＤ利用側

・ＲＰは、ＯｐｅｎＩＤ入力欄を
設けるだけ

・本人のメインＩＤ（ＯｐｅｎＩＤ）
を入力（例：ｙａｈｏｏ．ｃｏ．ｊｐ）

○○さん こんにちは

① 利用側（ＲＰ）
サイトへアクセス

② 発行側（ＯＰ）の
認証画面が表示

③属性提供の承諾
④利用側（ＲＰ）サイト

にログイン

http://www.XXX.jp

my_openid123

ＩＤからＯＰの位置を取得。
ＯＰよりパスワード要求。

ＲＰに情報を提供するなら
「はい」

ＲＰ ＲＰＯＰＯＰ

利用側 利用側 利用側

ID許諾確認

はい いいえ

サイト：http://www.XXX.jpが

以下の情報を求めています

・ 住所、氏名、クレジットカード

電話番号、誕生日

情報提供を許可しますか？

認証
のみ

【メインID発行サイト】

発行側

利用側

利用サイトは
ＯｐｅｎＩＤ入力欄を
設けるのみ

Password

PWD入力

【ID発行サイト】

パスワードを入力ください

User ID

発行側
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ＯｐｅｎＩＤの特長

ＨＴＴＰ/ＨＴＴＰＳ上で実現される、シンプルな認証プロトコル

▪ ＩＤはＵＲＬ （ex. “www.yahoo.co.jp/nomura”）

ユーザ自身がメインに使いたいＩＤを他のプロバイダも利用することが可能
ＩＤ発行側：認証提供（OpenID Identity Provider ＯＰ）
ＩＤ利用側：認証依存（Relying Party ＲＰ）

中央集権的なＩＤサーバを必要とせず、相互に連携

「普段自分が使うＩＤ」を使って、複数サイトを活用できるようにする技術
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ＯｐｅｎＩＤの歴史

Ｗｉｋｉｐｅｄｉａ、ＦｉｒｅｆｏｘがＯｐｅｎＩＤへの対応を表明、ＡｐａｃｈｅＯｐｅｎＩＤモジュールリリース

ブログ、ＳＮＳ系サービスなど、消費者アプリケーションにて順次採用

ＯｐｅｎＩＤ2.0リリース2007年12月

ＶｅｒｉＳｉｇｎ、ＪａｎＲａｉｎなどの技術者たちがＯｐｅｎＩＤ認証プロトコル仕様の標準化を推進

ＯｐｅｎＩＤ1.1リリース2006年 5月

Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｉｄｅｎｔｉｔｙ Ｗｏｒｋｓｈｏｐ（ＩＩＷ）で紹介される2005年秋

Ｙａｈｏｏ!がＯｐｅｎＩＤサポートを表明2008年 1月

Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ、ＡＯＬ、Ｓｙｍａｎｔｅｃ、ＶｅｒｉＳｉｇｎなど大手がＯｐｅｎＩＤの採用を発表2007年 1月～

Ｇｏｏｇｌｅ、ＩＢＭ、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ、ＶｅｒｉＳｉｇｎ、Ｙａｈｏｏ!が理事企業としてＯＩＤＦへ参加2008年 2月

ＯｐｅｎＩＤ規格の策定や推進を行うＯｐｅｎＩＤ Ｆｏｕｎｄａｔｉｏｎ（ＯＩＤＦ）設立2007年 6月

米ＳｉｘＡｐａｒｔ社（ブログ用ソフト最大手）チーフ・アーキテクトのＢｒａｄ Ｆｉｔｚｐａｔｒｉｃｋ氏が発明2005年

Ｗｅｂ2.0時代の新しい認証プロトコル。
圧倒的支持により、消費者アプリケーションでの認証スタンダードとなりつつある。

ＯｐｅｎＩＤ2.0等の仕様策定により、いよいよエンタープライズ活用が視野に。
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ＯｐｅｎＩＤの普及

世界では、１４．４億を超えるＩＤ発行・流通。

Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｌｉｖｅ ＩＤは、現在試験運用中

ＧｏｏｇｌｅはGoogle AppsでのＯｐｅｎＩＤ対応を表明

ＦａｃｅｂｏｏｋもＯｐｅｎＩＤ Ｆｏｕｎｄａｔｉｏｎに参加

世界では、１４．４億を超えるＩＤ発行・流通。

Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｌｉｖｅ ＩＤは、現在試験運用中

ＧｏｏｇｌｅはGoogle AppsでのＯｐｅｎＩＤ対応を表明

ＦａｃｅｂｏｏｋもＯｐｅｎＩＤ Ｆｏｕｎｄａｔｉｏｎに参加

【ＯＰ－ＯｐｅｎＩＤ Ｐｒｏｖｉｄｅｒ：ＯｐｅｎＩＤ発行サイト】

続々と増加中。

世界で45,000サイト突破

クレジットカード情報や医療情報の提供等を伴う、
高付加サービスでの採用も。

続々と増加中。

世界で45,000サイト突破

クレジットカード情報や医療情報の提供等を伴う、
高付加サービスでの採用も。

【ＲＰ－Ｒｅｌｙｉｎｇ Ｐａｒｔｙ：ＯｐｅｎＩＤ利用サイト】
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ＯｐｅｎＩＤの普及～最近のトピック（世界）

Ｙａｈｏｏが対応を表明。Ｙａｈｏｏ!ＩＤ保有者が全てＯｐｅｎＩＤの持ち主に（2008.1.17）

ＧｏｏｇｌｅがＧｏｏｇｌｅ ＡｐｐｓでＯｐｅｎＩＤ対応を発表（2009.7.9）

フランステレコム（France Télécom：Ｏｒａｎｇｅ）がＯｐｅｎＩＤに対応（ＯＰ，ＲＰ両方）

リトアニア政府が国民ＩＤカードの”ｅＩＤ”をＯｐｅｎＩＤに対応（2009.1）

ＷｉｋｉｐｅｄｉａがＯｐｅｎＩＤへの対応を表明

ＦｉｒｅｆｏｘがＯｐｅｎＩＤへの対応を表明

ＭｉｃｒｏｓｏｆｔがＷｉｎｄｏｗｓ Ｖｉｓｔａ搭載の認証管理機能「ＣａｒｄＳｐａｃｅ」にＯｐｅｎＩＤを統合

ＳｉｘＡｐａｒｔがＯｐｅｎＩＤを採用したオンライン認証サービスｔｙｐｅｋｅｙを提供

ＶｅｒｉＳｉｇｎがＩｄＰサービス「ＰＩＰ」にて試験提供開始

Ｓｕｎ Ｍｉｃｒｏｓｙｓｔｅｍｓが従業員システムのＳＳＯ（シングルサインオン）として、
社員ＩＤをＯｐｅｎＩＤに対応

世界最大のＯＳＳ開発サイト「ＳｏｕｒｃｅＦｏｒｇｅ．ｎｅｔ」がＯｐｅｎＩＤに対応

ＩＢＭがＯｐｅｎＩＤに対応した「Ｔｉｖｏｌｉ Ｆｅｄｅｒａｔｅｄ Ｍａｎａｇｅｒ」を発表（2008.5.20）

ルーマニア政府が全ての公開ＷｅｂサイトにＯｐｅｎＩＤ導入

ドイツテレコムがＯｐｅｎＩＤ対応を表明（2008.9）

ＮＴＴがＯｐｅｎＩＤ対応を表明（2009.5.13）



14Copyrightⓒ 2009 OpenID Foundation Japan All Rights Reserved.

ＯｐｅｎＩＤの普及～日本国内のトピック

ヤフー、Ｇｏｏｇｌｅ、ミクシィ、ＮＥＣビッグローブ、Ｌｉｖｅｄｏｏｒ、
エキサイト、はてな 等がＯｐｅｎＩＤを発行。

ヤフー、Ｇｏｏｇｌｅ、ミクシィ、ＮＥＣビッグローブ、Ｌｉｖｅｄｏｏｒ、
エキサイト、はてな 等がＯｐｅｎＩＤを発行。

非ＩＴ企業である日本航空が、ミキ・ツーリストのホテル予約連携として
ＯｐｅｎＩＤを活用、ＪＡＬマイレージクラブ会員向けサービスを充実。

非ＩＴ企業である日本航空が、ミキ・ツーリストのホテル予約連携として
ＯｐｅｎＩＤを活用、ＪＡＬマイレージクラブ会員向けサービスを充実。

Ｙａｈｏｏ!Ｊａｐａｎのアクティブユーザー数2,000万以上。

Ｍｉｘｉのユーザ数は1,000万人以上

▪Ｍｉｘｉ内でのサービス間連携のためにもＯｐｅｎＩＤを利用。

はてな、「はてなスター」サービスでＯｐｅｎＩＤに対応。

▪ＯｐｅｎＩＤをもつ他社ユーザがコンテンツに「星をつける」ことが可能に。

日本ＩＢＭ、ＮＥＣ、ＮＲＩ、ＳｉｘＡｐａｒｔ などがＯｐｅｎＩＤ対応製品を発売中。日本ＩＢＭ、ＮＥＣ、ＮＲＩ、ＳｉｘＡｐａｒｔ などがＯｐｅｎＩＤ対応製品を発売中。
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２００８年１０月１日
ＯｐｅｎＩＤファウンデーション・ジャパン（ＯＩＤＦ-Ｊ）

設立

一般社団法人 ＯｐｅｎＩＤファウンデーション・ジャパン（英語名：ＯｐｅｎＩＤ Ｆｏｕｎｄａｔｉｏｎ Ｊａｐａｎ）

● 国内におけるＯｐｅｎＩＤ技術の普及・啓蒙

● ＯｐｅｎＩＤ技術の国際化の支援ならびに仕様の日本語化
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ＯｐｅｎＩＤファウンデーション・ジャパン～機関の概要

株式会社朝日ネット
株式会社アスタリクス
株式会社イマーディオ
インディゴ株式会社
インフォテリア株式会社
エキサイト株式会社
ＳＢＩホールディングス株式会社
ＮＥＣビッグローブ株式会社
ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社
株式会社ＮＴＴデータ
株式会社ＮＴＴドコモ
株式会社ＮＴＴレゾナント
株式会社オートメーションリサーチアソシエイツ
沖電気工業株式会社
学校法人河合塾
株式会社Ｃｕｏｎ
株式会社ケイ・オプティコム

ＫＤＤＩ株式会社
サイバートラスト株式会社
株式会社ザクラ
株式会社ジェーシービー
シックス・アパート株式会社
３Ｄｉ株式会社
セコムトラストシステムズ株式会社
株式会社セブン銀行
セレゴ・ジャパン株式会社
株式会社千趣会
ソフトバンクＢＢ株式会社
株式会社損保ジャパン・システムソリューション
タイヘイコンピューター株式会社
株式会社テクノラティジャパン
デジタルガレージ イーコンテクストカンパニー
ニフティ株式会社
日本アイ・ビー・エム株式会社

会員企業５０社会員企業５０社（７月１４日現在）（７月１４日現在）

株式会社日本航空インターナショナル
日本生命保険相互会社
日本電気株式会社
日本認証サービス株式会社
日本ヒューレット・パッカード株式会社
日本ベリサイン株式会社
株式会社野村総合研究所
株式会社日立製作所
株式会社ミクシィ
三井住友海上火災保険株式会社
株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行
ヤフー株式会社
株式会社ライブドア
楽天株式会社
株式会社 凛

アドバイザーアドバイザー
東京大学 大学院情報学環・学際情報学府 須藤 修教授

慶應義塾大学 総合政策学部 國領 二郎教授

中央大学 大学院戦略経営研究科 杉浦 宣彦教授

理事理事

八木 晃二 （代表理事） ／ 柴田 斉 （理事） ／ 安田 俊彦 （理事）

社員社員

シックス・アパート株式会社 ／ 日本ベリサイン株式会社 ／ 株式会社野村総合研究所

パートナーパートナー

カンターラ・イニシアティブ ジャパン・ワークグループ

リバティ・アライアンス 日本ＳＩＧ

非IT企業様にも
多数ご参加いただいております
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ＯｐｅｎＩＤファウンデーション・ジャパン活動骨子

・メディア向け～プレスセミナー/プレスレター
・ＴｅｃｈＮｉｇｈｔ/ＢｉｚＤａｙの活用
・（外部）協賛セミナーの実施
・オフィシャルサイトでの情報発信
・会員企業プロモーション支援 等

具体的な活動
については、
会員の皆様と
協議のもと

推進

■技術面
・技術セミナー「ＯｐｅｎＩＤ ＴｅｃｈＮｉｇｈｔ」の実施
・実装ガイドラインの策定
・追加仕様提案
・各種ドキュメントの日本語訳
・実証実験、技術コンテスト
・ワーキンググループ（ユーザインタフェース、アシュアランス、決済など） 等

・ビジネスセミナー「ＯｐｅｎＩＤ ＢｉｚＤａｙ」の実施
・国内外のケーススタディ収集・勉強会（視察報告等 予定）
・統計情報、アンケート（独自調査を実施）
・ビジネスアイデアコンテスト
・法務面の研究、勉強会 等

■ＰＲ等

■ビジネス面
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ＯｐｅｎＩＤの新たな取り組み ～ＣＸワーキンググループ

「ＯｐｅｎＩＤ 2.0」が確定するも、暗号化や署名、利用目的の明示等の対応が不十分

ＮＲＩ が Ｔｒｕｓｔｅｄ Ｄａｔａ Ｅｘｃｈａｎｇｅ (ＴＸ) 仕様を提唱

ＮＲＩが ＴＸを実装し、商用環境に適用（ＪＡＬへの実装、運用開始）

ＴＸをより汎用的に改良した ＣＸ仕様の標準化に向けＷＧ設立の動きが活発に

米国 ＯＩＤＦにて ＣＸ ＷＧ 設立が承認

上記を受け、ＯｐｅｎＩＤファウンデーション・ジャパンにて ＣＸワーキンググループが発足

【目的】

ＣＸの国内意見の一定の集約ならびに活用促進検討

・実効性のあるCX仕様の策定の促進

・ＣＸ 適用のユースケースの集約・整理・検討

・米国仕様策定ＷＧへの提言

米 ＣＸ ＷＧが設立、仕様策定の活動がスタート

2007年 12月:

同年同月:

2008年 5 月:

2008年 11月:

2009 年 2 月:

2009 年 3 月:

2009 年 6 月:

ＯｐｅｎＩＤ ＣＸ（Ｃｏｎｔｒａｃｔ Ｅｘｃｈａｎｇｅ Ｅｘｔｅｎｔｉｏｎ）

・エンティティ同士が動的に契約書の交換を行なうための仕様
・契約に基づき、エンティティ同士が「取引」 (データ交換)

【特長】

否認防止と改ざん防止/秘匿性、メッセージ全体の暗号化/契約書の形式、内容を任意に定義/

モバイル対応/非同期メッセージング/「ユーザの意思」 を活かすための応用の考慮
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次世代Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙプロトコル～ＸＲＤ１．０

＠OASIS Open XRI TC

Schema はほぼ決定

Signature も決定

Trust Section を記述中

9月目標

OpenID, OAuth などで利用の予定

<XRD xmlns="http://docs.oasis-open.org/ns/xri/xrd-
1.0" xml:id="foo" 

expires=“2009-07-14T00:00:00Z">

<Subject>http://example.com/gpburdell</Subject>

<Link>

<Rel>http://spec.example.net/auth/1.0</Rel>

<URI>http://services.example.com/auth</URI>

</Link>

<ds:Signature
xmlns:ds="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#"> 

…

</ds:Signature>

</XRD>

XRD 1.0 の例
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お問い合わせ先

ＯｐｅｎＩＤファウンデーション・ジャパン

Ｔｅｌ ： 03-6267-9122

Ｆａｘ ： 03-6267-9111

Ｅｍａｉｌ： ｃｏｎｔａｃｔ＠ｏｐｅｎｉｄ．ｏｒ．ｊｐ

ＵＲＬ ： ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｏｐｅｎｉｄ.ｏｒ.ｊｐ/




